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本 学 附 属 歯 科 診 療 所 歯 科 技 王 室 で 製 作 し た 各種歯科技工装置の製作状況を平成20年度から3年間調査 し
/+I.そ の 結 果 -. こ の 二王 て日 ,'',)で 製 作 総 数 は .1 '3.7 い く､ の 増加を示した.某;Ll.I,'で多か･'たものは部分l木元菌.兼備修fI!.
タラTl′ ン . f ン レ - だ -) た . 中 で も 審 美 修 復 に 関わる硬胃レジン前装俣日系が65.lo.ハイブリ･ソドセラミ､ソ
クス前 葉 関 係 が tiS ∴loい増 加 し , 陶 廿 関 係 は ジ JL コニアクラウンへの移行が踊苦となi)メタルボンドポーセレ
ンタラ T17 ン 数 に 付 して -1こうゴ`吊 F il JJ ll と な っ た .
本学 附 属 歯 科 診 療所 の 級 歯 科 技 工 料 金 を 分 析すると,調登初年度に対し3年後は内部製作が13.4%の伸び
を′JI-し. 外 L･旧 さ 汗 につ い て 2 0 .6 0 0 の 節 約 が で きた.
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おける歯科技工装 置 の 製作状況についてはサこれま
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今回の調査では,率診療所から出された歯科技工
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表l.各年度の担当者内訳 (人1
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教員 2 2 望
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表 2.3年 間 の 歯 科 技 工 装 置 の 製 作 状 況
平成2(輝 度 平成2搾 度 平成22奪度
有床義歯 部分昧義苗 黒 川や lJl
全部床義歯 37 68 50
スル フナン昧 川 コ コ
金属床 歯 頚. 媛 2
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図2.3年間の有 床 義 歯 の 歯 科 技 工 装 置 製 作 個 数 の 推 移
図3.3年間の歯 冠 修 復 の 歯 科 技 工 装 置 製 作 個 数 の 推 移
飛田 滋 はか こ各種歯科技工装置の製作状況に関する実態調査
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教員は己の技術を磨き,鈍 化 を防止しなければなら
ない.技術の世界はとどま る こ となく歩み続けるがサ
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の質的向上を目指 す こ と が 肝 要であると考える書
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